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概説

この本書には、Rational Method Composer および IBM Tivoli Unified Process のイ
ンストールおよびアンインストールについての説明が掲載されています。

このガイドの最新バージョンは、IBM Publications Center からオンラインで入手で
きます。

注: トラブルシューティング情報については、http://www.ibm.com/software/rational/

support/を参照してください。

IBM Installation Manager
IBM® Installation Manager は、Rational Method Composer 製品パッケージをワーク
ステーションにインストールするためのプログラムです。また、インストールする
このパッケージと他のパッケージの更新、変更、およびアンインストールも行いま
す。パッケージとは、Installation Manager によってインストールされるよう設計さ
れた、製品、コンポーネントのグループ、または単一のコンポーネントです。

どのインストール・シナリオに従って Rational Method Composer をワークステーシ
ョンにインストールするにしても、Rational® パッケージのインストールには
Installation Manager を使用してください。

IBM Installation Manager には、時間を節約するための多くの機能が用意されていま
す。これは、インストールしようとしているもの、すでにインストールされている
ソフトウェア・コンポーネント、およびインストールに使用できるコンポーネント
を追跡します。これは更新を検索するため、最新バージョンの Rational 製品パッケ
ージをインストールしていることがわかります。また、 Installation Manager には、
インストールした製品パッケージのライセンスを管理するためのツールも用意され
ています。これは、パッケージの更新と変更用のツールを備えています。また、
Installation Manager を使用して製品パッケージをアンインストールすることもでき
ます。

IBM Installation Manager は、そのライフ・サイクルを通じて製品パッケージを簡単
に保守するための 5 つのウィザードから構成されています。

v 「パッケージのインストール」ウィザードは、インストール・プロセスを順に示
していきます。単にデフォルトを受け入れるか、デフォルト設定を変更してカス
タム・インストールを作成することで、製品パッケージをインストールできま
す。製品パッケージをインストールする前に、ウィザード全体を通して行ったす
べての選択の要約が表示されます。このウィザードを使用して、1 つ以上の製品
パッケージを一度にインストールすることができます。

v 「パッケージの更新」ウィザードは、インストール済みの製品パッケージに使用
可能な更新を検索します。更新は、リリース済みのフィックス、新規フィーチャ
ー、または Rational 製品の新規バージョンである可能性があります。ウィザード
には更新内容の詳細が表示されます。更新を適用するかどうかを選択できます。
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v 「パッケージの変更」ウィザードを使用して、すでにインストール済みのパッケ
ージの特定の要素を変更することができます。製品パッケージの最初のインスト
ール時に、インストールするフィーチャーを選択します。後で他のフィーチャー
が必要であることがわかった場合は、「パッケージの変更」ウィザードを使用し
て、それらを製品パッケージに追加することができます。また、フィーチャーを
除去したり、言語を追加または除去したりすることもできます。

v 「ライセンスの管理」ウィザードは、パッケージのライセンスを設定する際に役
立ちます。このウィザードを使用して、評価版ライセンスを完全ライセンスに変
更したり、フローティング・ライセンス用にサーバーをセットアップしたり、そ
れぞれのパッケージに使用するライセンスのタイプを選択したりできます。

v 「パッケージのアンインストール」ウィザードは、コンピューターから製品パッ
ケージを除去するために役立ちます。一度に複数のパッケージをアンインストー
ルすることができます。
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インストール要件

このセクションでは、ソフトウェアをインストールし、実行するために満たす必要
がある、ハードウェア、ソフトウェア、およびユーザー特権の要件の詳細を示しま
す。

ハードウェア要件
製品をインストールする前に、ご使用のシステムが最小ハードウェア要件を満たし
ていることを確認してください。

ハードウェア 要件

プロセッサー Intel(TM) Pentium® III 800 MHz 以上のプロ
セッサー。

メモリー 768 MB 以上の RAM。応答性が向上するの
で、メモリーを増設することをお勧めしま
す。

BIRT レポート機能をインストールするに
は、1 GB の RAM が必要です。

ディスク・スペース v IBM Rational Method Composer のインス
トール用に 900 MB

v インストール時の TEMP ディレクトリー
用に 1800 MB

複数のローカライズ済みライブラリーをイン
ストールする場合には、さらに多くのディス
ク・スペースが必要になることがあります。

ディスプレイ 最低 256 色の 1024 x 768 のディスプレイ
が必須 (最適な結果を得るには、これより上
が必要)。

1280 x 1024 の解像度を推奨します。 Linux

システムの標準的な 1 画面でページ全体を
表示するには、1280 x 1024 の解像度が必要
です。 High Color または True Color をお
勧めします。

その他のハードウェア Microsoft® マウスまたは互換性のあるポイン
ティング・デバイス

ソフトウェア要件
製品をインストールする前に、ご使用のシステムがソフトウェア要件を満たしてい
ることを確認してください。
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オペレーティング・システム

この製品は以下のオペレーティング・システムをサポートしています。

v Microsoft Windows® XP Professional (Service Pack 1 または 2)

v Microsoft Windows 2000 Professional (Service Pack 4)

v Microsoft Windows 2000 Server (Service Pack 4)

v Microsoft Windows 2000 Advanced Server (Service Pack 4)

v Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition (Service Pack 1 および Service

Pack 2)

v Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition (Service Pack 1 および Service

Pack 2)

v Microsoft Windows Vista Business、Enterprise、または Ultimate エディション

v Red Hat Enterprise Linux® Workstation バージョン 4.0 (更新 4 または 5)

v Red Hat Desktop バージョン 4.0 (32 ビット・モードで稼働) (更新 4 または 5)

v SUSE Linux Enterprise Server (SLES) バージョン 9 (すべての Service Pack、32

ビット・モードで稼働)

v SUSE Linux Enterprise Server (SLES) バージョン 10 および Service Pack 1

リストされているオペレーティング・システムは、サポートされているすべての言
語をサポートしています。

ブラウザー

以下のブラウザーをサポートしています。

v Internet Explorer 5.5 Service Pack 2

v Internet Explorer 6.0 Service Pack 1

v Internet Explorer 7.0

v Mozilla 1.7.12 以降

v Firefox 1.5.0.6 以降

v Firefox 2.0.0.4 以降

BIRT レポート

BIRT レポートを使用する場合は、以下のソフトウェアが必要です。

v Microsoft Word 2003 または 2007

v Adobe Reader 6 以降

ユーザー特権の要件
Rational Method Composer をインストールするには、以下の要件を満たすユーザー
ID が必要です。

v ユーザー ID には 2 バイト文字を含めることはできません。
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インストールの計画

製品機能のインストールを開始する前に、このセクションにあるすべてのトピック
に目を通しておいてください。効果的な計画を立てたり、インストール・プロセス
の重要な点を理解したりすることは、インストールを正常に実行する上で役に立ち
ます。

前のリリースの Rational Method Composer からアップグレードする場合は、
Rational Method Composer 7.2 をインストールする前に、 51ページの『Rational

Method Composer のアップグレード』に記載された重要情報を確認してください。

インストール・シナリオ
Rational Method Composer をインストールする際に使用できるシナリオは多数あり
ます。

以下に、インストール・シナリオを決定するいくつかの要因を挙げます。

v インストール・ロケーション (例えば、ご自身のワークステーション上に製品を
インストールしたり、インストール・ファイルを全社的に使用できるようにした
りすることができます)。

v インストールのタイプ (例えば、Installation Manager GUI を使用したり、サイレ
ント・インストールを行うことができます)。

典型的なインストール・シナリオには、以下のものがあります。

v DVD からのインストール。

v ワークステーションにダウンロードした電子イメージからのインストール。

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール。

後ろの 3 つのシナリオでは、Installation Manager プログラムをサイレント・モード
で実行してインストールを実行できることに注意してください。サイレント・モー
ドでの Installation Manager の実行について詳しくは、 27ページの『サイレント・
インストール』を参照してください。

また、基本製品パッケージのインストールと同時に更新をインストールできること
にも注意してください。

DVD からのインストール

このインストール・シナリオでは、製品パッケージ・ファイルが収められた DVD

を使用し、典型的な例として、自分の使用しているワークステーション上に
Rational Method Composer をインストールします。
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ワークステーションにダウンロードした電子イメージからのインスト
ール

このシナリオでは、 IBM パスポート・アドバンテージ®からダウンロードしたイン
ストール・ファイルを使用してインストールを行い、各ステップの概要を確認しま
す。

共用ドライブ上の電子イメージからのインストール

このシナリオでは、社内のユーザーが単一の場所からインストール・ファイルにア
クセスできるように、共有ドライブ上に電子イメージを配置します。

インストール・リポジトリー
IBM Install Manager は、指定したリポジトリー・ロケーションから製品パッケージ
を取得します。

ランチパッドを使用して Rational Method Composer を開始すると、Install Manager

にリポジトリー情報が渡されます。

デフォルト時の IBM Install Manager は、各 Rational ソフトウェア開発製品の組み
込み URL を使用して、インターネット経由でリポジトリー・サーバーに接続しま
す。その後、Installation Manager が、製品パッケージと新規フィーチャーを検索し
ます。

Installation Manager のリポジトリー設定
ランチパッド・プログラムから Rational Method Composer のインストールを開始す
ると、開始時に、インストールする製品パッケージの入ったリポジトリー・ロケー
ションが自動的に IBM Installation Manager に定義されます。しかし、Installation

Manager を直接開始する場合 (例えば、Web サーバー上のリポジトリーから
Rational Method Composer をインストールする場合など) は、 Installation Manager

のリポジトリー設定 (製品パッケージを含むディレクトリーの URL) を指定してか
らでないと、製品パッケージをインストールできません。「設定 (Preferences)」ウ
ィンドウの「リポジトリー (Repositories)」ページで、これらのリポジトリー・ロケ
ーションを指定します。デフォルト時の Installation Manager は、各 Rational ソフ
トウェア開発製品に組み込まれている URL を使用して、インターネット経由でリ
ポジトリー・サーバーに接続し、インストール可能なパッケージおよび新規機能を
検索します。組織によっては、イントラネット・サイトを使用するようにリポジト
リーを指定変更する必要がある場合もあります。

注: インストール・プロセスを開始する前に、管理者からインストール・パッケー
ジのリポジトリー URL を入手しておくようにしてください。

Installation Manager でリポジトリー・ロケーションを追加、編集、または除去する
には、以下のようにします。

1. Installation Manager を開始します。

2. Installation Manager の「開始」ページで、「ファイル」 → 「設定
(Preferences)」とクリックして、「リポジトリー (Repositories)」をクリックしま
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す。 「リポジトリー (Repositories)」ページが開き、使用可能なリポジトリー、
そのロケーション、およびそれらがアクセス可能かどうかが示されます。

3. 「リポジトリー (Repositories)」ページで、「リポジトリーの追加 (Add
Repository)」をクリックします。

4. 「リポジトリーの追加 (Add repository)」ウィンドウで、リポジトリー・ロケー
ションの URL を入力するか、そのロケーションを参照して、ファイル・パスを
設定します。

5. 「OK」をクリックします。HTTPS のリポジトリー・ロケーションを指定した場
合は、ユーザー ID およびパスワードを入力するようにプロンプトが出されま
す。 新規または変更されたリポジトリー・ロケーションがリストされます。ア
クセス可能でないリポジトリーには、その「アクセス可能 (Accessible)」欄に赤
い x が表示されます。

6. 「OK」をクリックして終了します。

注: Installation Manager が、インストールされるパッケージのデフォルトのリポジ
トリー・ロケーションを検索するようにするには、「リポジトリー
(Repositories)」設定ページの「インストールおよび更新の際にリンク先リポジト
リーを検索する (Search the linked repositories during installation and
updates)」を選択してください。この設定はデフォルトで選択されています。

インストールの計画 7



8 IBM Rational Method Composer バージョン 7.2: インストール・ガイド



電子イメージの確認と解凍

公開されている MD5 値とダウンロードしたファイルのチェックサムを比較して、
ダウンロードしたファイルが破損していないか、または不完全なものでないか確認
することができます。

ダウンロードしたファイルの解凍
各圧縮ファイルを同じディレクトリーに解凍します。
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プリインストール作業

製品をインストールする前に、以下のステップを実行してください。

1. システムが、 3ページの『インストール要件』セクションに記載された要件を満
たしているか確認します。

2. 自分のユーザー ID に、製品をインストールするために必要なアクセス権がある
か確認します。 4ページの『ユーザー特権の要件』を参照してください。

3. 5ページの『インストールの計画』セクションに目を通します。
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インストール作業

次のセクションでは、セクション 5ページの『インストール・シナリオ』で説明し
ているインストール・シナリオの概要を示します。詳しい説明には、メイン・ステ
ップのリンクからアクセスできます。

DVD からの Rational Method Composer のインストール: 作業の概要
このインストール・シナリオでは、インストール・ファイルが収められた DVD を
使用し、典型的な例として、自分の使用しているワークステーション上に Rational

Method Composer をインストールします。

以下に、DVD からインストールする場合の一般的なステップを示します。

1. 11ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストール・
ステップを実行します。

2. DVD ドライブに DVD を挿入します。

3. Linux の場合: DVD ドライブをマウントします。

4. システムで自動実行が有効になっている場合は、ランチパッド・プログラムが自
動的に開きます。自動実行が無効になっている場合は、ランチパッド・プログラ
ムを開始してください。 詳しくは、 21ページの『ランチパッド・プログラムの
開始』を参照してください。

5. ランチパッドから Rational Method Composer のインストールを開始します。 詳
しくは、 22ページの『ランチパッド・プログラムからのインストールの開始』
を参照してください。

6. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの指示に従って、イ
ンストールを実行します。

ワークステーション上の電子イメージからの Rational Method Composer
のインストール: 作業の概要

以下に、電子インストール・イメージから Rational Method Composer をインストー
ルする場合の一般的なステップを示します。

1. IBM パスポート・アドバンテージからダウンロードする必要があるファイルお
よび解凍したインストール・イメージの両方を格納できるだけの十分なスペース
をワークステーション上に確保してください。 3ページの『ハードウェア要
件』を参照してください。

2. 製品イメージに必要なすべてのパーツを IBM パスポート・アドバンテージから
一時ディレクトリーにダウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルからインストール・イメージを解凍し、インストー
ル・イメージの完全性を検査します。詳しくは、 9ページの『電子イメージの確
認と解凍』を参照してください。

4. 下記の 14ページの『電子イメージからのインストール』のステップに進みま
す。
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電子イメージからのインストール
1. 11ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストール・
ステップを実行します。

2. ランチパッド・プログラムを開始します。詳しくは、 21ページの『ランチパッ
ド・プログラムの開始』を参照してください。

3. ランチパッドから Rational Method Composer のインストールを開始します。 詳
しくは、 22ページの『ランチパッド・プログラムからのインストールの開始』
を参照してください。

4. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの指示に従って、イ
ンストールを実行します。

共有ドライブ上の電子イメージからの Rational Method Composer のイ
ンストール: 作業の概要

このシナリオでは、社内のユーザーが単一の場所から Rational Method Composer の
インストール・ファイルにアクセスできるように、共有ドライブ上に電子イメージ
を配置します。

共有ドライブ上にインストール・イメージを配置する担当者は、以下のステップを
実行します。

1. IBM パスポート・アドバンテージからダウンロードする必要があるファイルお
よび解凍したインストール・イメージの両方を格納できるだけの十分なディス
ク・スペースを共有ドライブ上に確保してください。詳しくは、 3ページの『ハ
ードウェア要件』を参照してください。

2. 製品イメージに必要なすべてのパーツを IBM パスポート・アドバンテージから
共有ドライブ上の一時ディレクトリーにダウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルから共有ドライブ上のアクセス可能なディレクトリー
にインストール・イメージを解凍し、インストール・イメージの完全性を検査し
ます。詳しくは、 9ページの『電子イメージの確認と解凍』を参照してくださ
い。

共有ドライブ上のインストール・ファイルから Rational Method Composer をインス
トールするには、以下のようにします。

1. 共有ドライブ上の disk1 ディレクトリー (インストール・イメージが収められて
いる) に移動します。

2. 『電子イメージからのインストール』のステップに従います。

ライセンスの管理
IBM Rational Method Composer のライセンスは、「ライセンスの管理 (Manage

Licenses)」ウィザードを使用して管理します。

IBM Rational Method Composer に用意されている試用ライセンスは、インストール
後 30 日で有効期限が切れます。期限日付後にも IBM Rational Method Composer

を使用するには、アクティベーションを行う必要があります。「ライセンスの管理
(Manage Licenses)」ウィザードを使用して製品のアクティベーション・キットをイ
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ンポートすることにより、IBM Rational Method Composer の試用バージョンをライ
センス交付バージョンにアップグレードすることができます。

Rational 製品のライセンス管理について詳しくは、Rational のライセンス・サポー
ト・ページ (http://www-306.ibm.com/software/rational/support/licensing/) を参照してく
ださい。

IBM Tivoli Unified Process のインストール
Rational Method Composer をインストールしても、IBM Tivoli® Unified Process

(ITUP) はインストールされません。必要な言語で、ご使用のマシンに ITUP ファイ
ルを手動でコピーする必要があります。

ITUP ライブラリーのインストール
ITUP ライブラリーをインストールするには、以下のステップに従います。

1. 目的のライブラリーを入れるフォルダーを作成します。

2. 目的のライブラリー・ファイルを、CD-ROM または CD イメージからコピーし
ます。例えば、フランス語のライブラリーをインストールするには、CD-ROM

の content フォルダーにあるファイル ITUP_content_fr.zip を、作成したフォルダ
ーに unzip します。

3. IBM Rational® Method Composer を開始して、ITUP ライブラリーを開きます。

ITUP 公開済みサイトのインストール
IBM Tivioli Unified Process 用の公開済みサイトをインストールするには、以下の説
明に従います。

1. 目的の公開済みサイトを入れるフォルダーを作成します。

2. CD-ROM から、目的の公開済みサイトのファイルをコピーします。 例えば、フ
ランス語の公開済みサイトをインストールするには、CD-ROM の published フ
ォルダーにあるファイル ITUP_published_fr.zip を、作成した新規フォルダーに
unzip します。

3. 公開済みサイトを表示するには、新規フォルダー内にある index.htm を Web ブ
ラウザーで開きます。

インストール作業 15
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IBM Installation Manager の管理

このセクションでは、IBM Installation Manager に関するいくつかの一般的な作業に
ついて説明します。詳しくは、Installation Manager のオンライン・ヘルプを参照し
てください。

Windows への Installation Manager のインストール

製品のインストールをランチパッド・プログラムから開始した場合、 IBM

Installation Manager がまだワークステーション上にインストールされていなけれ
ば、自動的にインストールが開始されます。 (このプロセスについて詳しくは、 21

ページの『ランチパッド・プログラムからのインストール』を参照してください。)

それ以外の場合は、手動で Installation Manager のインストールを開始しなければな
りません。

Installation Manager のインストールを手動で開始するには、以下のようにします。

1. 最初のインストール・ディスクの InstallerImager_win32 フォルダーにある
install.exe を実行します。

2. 「ようこそ」画面の「次へ」をクリックします。

3. 「ご使用条件 (License Agreement)」ページのご使用条件を確認して、受け入れる
場合には、「ご使用条件に同意します (I accept the terms in the license
agreement)」を選択します。「次へ」をクリックします。

4. 「宛先フォルダー (Destination Folder)」ページでは、必要に応じて「変更
(Change)」ボタンをクリックし、インストール場所を変更します。「次へ」をク
リックします。

5. 「セットアップのタイプ (Setup Type)」ページの「次へ」をクリックします。

6. 「プログラムのインストール準備 (Ready to Install Program)」ページの「インス
トール (Install)」をクリックします。インストール完了後に「完了
(Completed)」ページが開きます。

7. 「完了 (Finish)」をクリックします。

Windows での Installation Manager の開始

IBM Installation Manager はランチパッド・プログラムから開始する必要がありま
す。そのようにすることで、Installation Manager が、構成済みのリポジトリー設定
および選択された Rational Method Composer パッケージを使用して開始されます。
Installation Manager を直接開始した場合には、リポジトリー設定の構成および製品
パッケージの選択を手動で実行しなければなりません。

Installation Manager を手動で開始するには、以下のようにします。

1. 「タスクバー」の「スタート」メニューを開きます。

2. 「すべてのプログラム」 → IBM Installation Manager」 → 「IBM Installation
Manager」と選択します。
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Windows での Installation Manager のアンインストール

Installation Manager を手動でアンインストールするには、以下のようにします。

1. 最初のインストール・ディスクの InstallerImager_win32 フォルダーにある
installlc.exe を実行します。

2. 「ようこそ」画面の「次へ」をクリックします。

3. 「プログラムの保守 (Program Maintenance)」ページの「除去」ボタンを選択しま
す。「次へ」をクリックします。

4. 「セットアップのタイプ (Setup Type)」ページの「次へ」をクリックします。

5. 「プログラムの除去 (Remove the Program)」ページの「除去」をクリックしま
す。

6. InstallShield ウィザードの「完了 (Completed)」ページにある「完了 (Finish)」を
クリックします。

注: コントロール パネルを使用して Installation Manager をアンインストールする
こともできます。「スタート」 → 「設定」 → 「コントロール パネル」とクリ
ックし、「プログラムの追加と削除」をダブルクリックします。 IBM

Installation Manager の項目を選択して、「削除」をクリックします。

Installation Manager のサイレント・インストールおよびサイレント・ア
ンインストール

IBM Installation Manager は、サイレントにインストールおよびアンインストールす
ることができます。

Windows への Installation Manager のサイレント・インストー
ル

Installation Manager を Windows のデフォルトのインストール・ロケーションにサ
イレント・インストールするには、以下のようにします。

1. 最初のインストール・ディスクの InstallerImage_win32 フォルダーにディレクト
リーを変更します。

2. setup.exe /S /v"/qn" を実行します。

インストール・ロケーションを変更する場合は、/v オプションの中に INSTALLDIR

プロパティーを追加することができます。例えば、setup.exe /S /v"/qn

INSTALLDIR=¥"C:¥InstallationManager¥"" などです。

Windows からの Installation Manager のサイレント・アンイン
ストール

Windows で Installation Manager をサイレント・アンインストールするには、以下
のようにします。

1. コマンド行から、Installation Manager のアンインストール用ディレクトリーに移
動します。デフォルト時のこのディレクトリーは、C:¥Documents and

Settings¥All Users¥Application Data¥IBM¥Installation Manager¥uninstall

です。

18 IBM Rational Method Composer バージョン 7.2: インストール・ガイド



2. コマンド uninstallc.exe --launcher.ini silent-uninstall.ini を入力しま
す。

IBM Installation Manager の管理 19
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ランチパッド・プログラムからのインストール

ランチパッド・プログラムを使用することで、単一の場所からリリース情報を参照
したり、インストール・プロセスを開始したりできるようになります。

以下の場合には、ランチパッド・プログラムを使用してインストールを開始してく
ださい。

v 製品 DVD からのインストール。

v ワークステーション上の電子イメージからのインストール。

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール。

ランチパッド・プログラムからインストール・プロセスを開始すると、IBM

Installation Manager がまだコンピューターにインストールされていない場合にはそ
れが自動的にインストールされ、Rational Method Composer パッケージを含むリポ
ジトリーのロケーションが事前構成された状態で開始されます。 Installation

Manager をインストールして直接開始した場合は、リポジトリー設定を手動で設定
しなければなりません。

ランチパッドからインストールするには、以下のようにします。

1. まだ実行していない場合は、 11ページの『プリインストール作業』に記載され
たプリインストール作業を実行します。

2. ランチパッド・プログラムを開始します。 『ランチパッド・プログラムの開
始』を参照してください。

3. Rational Method Composer のインストールを開始します。 22ページの『ランチ
パッド・プログラムからのインストールの開始』を参照してください。

「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの指示に従って、イン
ストールを実行します。

ランチパッド・プログラムの開始
まだ実行していない場合は、 11ページの『プリインストール作業』に記載されたプ
リインストール作業を実行します。

DVD からインストールを行っている場合にワークステーションで自動実行が有効に
なっていると、最初のインストール・ディスクを DVD ドライブに挿入したとき
に、ランチパッドが自動的に開始されます。電子イメージからインストールしてい
る場合、またはワークステーションで自動実行が設定されていない場合は、ランチ
パッド・プログラムを手動で開始しなければなりません。

ランチパッド・プログラムを開始するには、以下のようにします。

1. DVD ドライブに Rational Method Composer の DVD を挿入します。 Linux の
場合: DVD ドライブをマウントしてください。
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2. システムで自動実行が有効になっている場合は、ランチパッド・プログラムが自
動的に開きます。システムで自動実行が有効になっていない場合は、以下のよう
にします。

v Windows の場合: DVD のルート・ディレクトリーにある launchpad.exe を実
行します。

v Linux の場合: DVD のルート・ディレクトリーにある launchpad.sh を実行し
ます。

ランチパッド・プログラムからのインストールの開始
1. ランチパッド・プログラムを開始します。

2. まだ確認していない場合には、「リリース・ノート (Release notes)」をクリック
して、リリース情報に目を通します。

3. インストールを開始する準備ができたら、「Rational Method Composer のイン
ストール (Install Rational Method Composer)」をクリックします。

4. メッセージ・ウィンドウが開き、ワークステーション上に IBM Installation

Manager プログラムが検出されたかどうかが通知されます。

v システム上に IBM Installation Manager が検出されなかった場合は、作業を進
める前に、それをインストールしなければならないことが通知されます。

a. 「OK」をクリックして、IBM Installation Manager をインストールしま
す。インストール・ウィザードが開始されます。

b. ウィザードの指示に従って、インストールを実行します。詳しくは、 17ペ
ージの『Windows への Installation Manager のインストール』を参照して
ください。

c. インストールが正常に完了したら、「完了 (Finish)」をクリックしてウィ
ザードを閉じます。

d. 表示されたメッセージに目を通し、「OK」をクリックします。

v システム上に IBM Installation Manager が検出された場合は、「OK」をクリ
ックすると Installation Manager が開始され、「パッケージのインストール
(Install Packages)」ウィザードが自動的に開きます。

5. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの指示に従って、イ
ンストールを実行します。
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IBM Installation Manager のグラフィカル・インターフェースを
使用した Rational Method Composer のインストール

以下に示すのは、Installation Manager の GUI を使用して Rational Method

Composer パッケージをインストールするステップです。

インストール・シナリオによっては、「パッケージのインストール (Install

Packages)」ウィザードが自動的に開始される場合があります。その他のシナリオの
場合には、手動でウィザードを開始する必要があります。

1. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードが自動的に開始さ
れない場合には、以下のようにして開始します。

a. Installation Manager を開始します。

b. 「開始」ページの「パッケージのインストール (Install Packages)」をクリ
ックします。

注: 新規バージョンが検出された場合は、先に進む前に新規バージョンをイ
ンストールすることを確認するプロンプトが出されます。「OK」をク
リックして先に進みます。 Installation Manager の新規バージョンが自
動的にインストール、停止、再始動されて、作業が再開されます。

Installation Manager は開始後、定義されたリポジトリーの中に使用可能なパ
ッケージがないか検索します。

2. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの「インストール
(Install)」ページに、検索したリポジトリーにあるすべてのパッケージがリスト
されます。同じパッケージの 2 つのバージョンが見つかった場合には、そのパ
ッケージの最新のバージョン、つまり推奨されるバージョンのみが表示されま
す。

v 検出されたパッケージのすべてのバージョンを表示するには、「すべてのバ
ージョンを表示 (Show all versions)」をクリックします。

v 推奨パッケージのみの表示に戻るには、「推奨バージョンのみを表示 (Show
only recommended)」をクリックします。

3. Rational Method Composer パッケージをクリックすると、「詳細」ペインにそ
の説明が表示されます。

4. パッケージの更新を検索するには、「更新を確認 (Check for updates)」をクリ
ックします。

注: Installation Manager が、インストール・パッケージの事前定義された IBM

更新リポジトリー・ロケーションで検索を行うようにするには、「リポジ
トリー (Repositories)」設定ページの「インストールおよび更新の際にリン
ク先リポジトリーを検索する (Search the linked repositories during
installation and updates)」設定を選択する必要があります。この設定はデ
フォルトで選択されています。インターネット・アクセスも必要です。

Installation Manager が、製品パッケージの事前定義された IBM 更新リポジト
リーで更新を検索します。また、設定したすべてのリポジトリー・ロケーショ
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ンの中も検索します。進行標識に検索の実行状況が表示されます。製品の基本
パッケージをインストールする際に、同時に更新をインストールすることがで
きます。

5. パッケージの更新が見つかると、「パッケージのインストール (Install

Packages)」ページにある「インストール・パッケージ (Installation Packages)」
リストの対応する製品の下に、それらが表示されます。デフォルトでは、推奨
される更新のみが表示されます。

v 使用可能なパッケージについて見つかったすべての更新を表示するには、
「すべてのバージョンを表示 (Show all versions)」をクリックします。

v 「詳細」の下にパッケージの説明を表示するには、パッケージ名をクリック
します。 README ファイルやリリース・ノートなど、そのパッケージに関
する追加情報がある場合は、説明テキストの最後に「その他の情報 (More
info)」リンクがあります。リンクをクリックすると、ブラウザーに追加情報
が表示されます。インストールするパッケージを十分に理解するため、事前
にすべての情報を確認してください。

6. インストールするパッケージおよびそのパッケージに対するすべての更新を選
択します。同時に、依存関係のある更新が自動的に選択およびクリアされま
す。「次へ」をクリックして先に進みます。

注: 同時に複数のパッケージをインストールする場合は、すべてのパッケージ
が同じパッケージ・グループの中にインストールされます。

7. 「ライセンス (Licenses)」ページで、選択したパッケージのご使用条件に目を通
します。複数のインストール・パッケージを選択した場合、パッケージごとに
ご使用条件が表示されることがあります。「ライセンス (License)」ページの左
側でそれぞれのパッケージ・バージョンをクリックすると、そのご使用条件が
表示されます。インストール対象として選択したパッケージ・バージョン (例
えば、基本パッケージおよび更新など) が、パッケージ名の下にリストされま
す。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「ご使用条件に同意します (I
accept the terms of the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

8. 「場所」ページの「共用リソース・ディレクトリー (Shared Resources
Directory)」フィールドに共用リソース・ディレクトリー のパスを入力する
か、デフォルトのパスを受け入れます。共用リソース・ディレクトリーには、1

つ以上のパッケージ・グループが共用可能なリソースが入ります。「次へ」を
クリックして先に進みます。

重要: 共用リソース・ディレクトリーを指定できるのは、パッケージを最初に
インストールするときだけです。今後使用可能になるパッケージの共用
リソースを格納できるだけの十分なスペースを確保するには、できるだ
け大きいディスクを使用するようにしてください。すべてのパッケージ
をアンインストールしない限り、ディレクトリーの場所を変更すること
はできません。

9. 「場所」ページで、パッケージのインストール先となる既存のパッケージ・グ
ループ を選択するか、新規のグループを作成します。パッケージ・グループと
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は、パッケージが同じグループ内の他のパッケージとリソースを共用すること
になるディレクトリーを表したものです。新しいパッケージ・グループを作成
するには、以下のようにします。

a. 「新規パッケージ・グループの作成 (Create a new package group)」をクリ
ックします。

b. パッケージ・グループのインストール・ディレクトリーのパスを入力しま
す。 パッケージ・グループの名前は、自動的に作成されます。 Vista 以外
の Windows におけるデフォルトのパスは、C:¥Program Files¥IBM¥RMC72

です。 Windows Vista のデフォルトのパスは、C:¥Program

Files_IBM¥RMC72 です。 Linux のデフォルトのパスは、/opt/IBM/RMC72

です。

c. 「次へ」をクリックして先に進みます。

10. 「機能 (Features)」ページの「言語 (Languages)」で、パッケージ・グループの
言語を選択します。英語およびネイティブ・ライブラリー 7.2 とともに、パッ
ケージのユーザー・インターフェースおよび文書用の対応する各国語翻訳デー
タがインストールされます。ここでの選択は、このパッケージ・グループにイ
ンストールされるすべてのパッケージに適用されることに注意してください。
RUP ライブラリーおよび公開サイトは、選択した言語でインストールされま
す。

11. 「要約」ページでは、パッケージをインストールする前に、選択項目の確認を
行います。これまでのページで行った選択を変更したい場合は、「戻る」をク
リックして変更を行います。インストールの選択項目が適切であれば、「イン
ストール (Install)」をクリックして、パッケージをインストールします。 進行
標識にインストールの完了率が表示されます。

12. インストール・プロセスが完了すると、プロセスが正常に行われたことを示す
メッセージが表示されます。

a. 「ログ・ファイルの表示 (View log file)」をクリックすると、現行セッショ
ンのインストール・ログ・ファイルが新しいウィンドウで開きます。先に進
むには、「インストール・ログ (Installation Log)」ウィンドウを閉じなけれ
ばなりません。

b. 「パッケージのインストール (Install Package)」ウィザードで、終了時に開
始するかどうかを選択します。

c. 「完了 (Finish)」をクリックすると、選択したパッケージが起動します。
「パッケージのインストール (Install Package)」ウィザードが閉じられ、
「開始」ページに戻ります。
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サイレント・インストール

Installation Manager をサイレント・モードでインストールすると、バッチ処理を使
用して、スクリプトによる製品パッケージのインストール、更新、変更、およびア
ンインストールが行えるようになるため、便利です。

Rational Method Composer パッケージをサイレント・インストールするには、まず
Installation Manager をインストールしなければならないことに注意してください。
Installation Manager のインストールまたは Installation Manager のサイレント・イン
ストールおよびサイレント・アンインストールについて詳しくは、 17ページの
『IBM Installation Manager の管理』を参照してください。

サイレント・インストールに必要な主な作業は 2 つです。

1. 応答ファイルを作成します。

2. Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実行します。

応答ファイルの作成
Installation Manager、または Installation Manager のインストーラーを使用して 製品
パッケージをインストールするときのアクションを記録することで、応答ファイル
を作成することができます。応答ファイルを記録すると、Installation Manager の
GUI で選択した項目のすべてが XML ファイルに保管されます。Installation

Manager をサイレント・モードで実行すると、Installation Manager は、XML 応答
ファイルを使用して、パッケージが含まれているリポジトリーの検索やインストー
ルする機能の選択などを行います。

インストール (またはアンインストール) 用の応答ファイルを記録するには、以下の
ようにします。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリーの
eclipse サブディレクトリーに移動します。例えば、以下のようになります。

v Windows の場合: cd C:¥Program Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse

v その他のプラットフォームの場合: cd /opt/IBM/InstallationManager/

eclipse

2. コマンド行で次のコマンドを入力して、Installation Manager を開始します。応答
ファイルおよび (オプションで) ログ・ファイルのファイル名とロケーションは
独自のものに置き換えます。

v IBMIM –record <response file path and name> -log <log file path and

name>。例えば、IBMIM.exe –record c:¥mylog¥responsefile.xml -log

c:¥mylog¥record_log.xml のようになります。

v オプションの -skipInstall <agentDataLocation> 引数を追加すると、製品を
インストールしたりアンインストールしたりしなくても、応答ファイルを記録
することができます。 <agentDataLocation> は書き込み可能ディレクトリーで
なければならないことに注意してください。この引数を指定すると、
Installation Manager が製品をインストールすることなくインストール・データ
を保存するようになります。次の記録セッションでも同じ
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<agentDataLocation> を使用して、製品への更新や変更、またはライセンス管
理を記録することができます。 -skipInstall 引数を使用しなかった場合、イ
ンストールされる製品や、インストール時に設定した可能性のある設定 (リポ
ジトリー設定など) は保管されないことに注意してください。 -skipInstall

を使用した場合、IM は製品のインストールを行わず、インストール・データ
の記録のみを行うため、インストールに掛かる時間は少なくなります。

skipInstall 引数を使用する際の構文は、IBMIM -record <response file path

and name> skipInstall <a writable directory for agent data location>

です。例えば、IBMIM -record c:¥mylog¥responsefile.xml -skipInstall

c:¥temp¥recordData のようになります。

インストールまたはアンインストールを行わずに記録を行う場合は、ウィザード
を先に進めて Installation Manager を閉じると、ファイルが作成されます。

注: 入力するファイル・パスが存在することを確認してください。Installation

Manager では、応答ファイルとログ・ファイル用のディレクトリーは作成さ
れません。

3. 「パッケージのインストール」ウィザードの画面に表示される指示に従って、使
用するインストールを選択し、「要約」ページが表示されたら停止します。詳し
くは、 23ページの『IBM Installation Manager のグラフィカル・インターフェー
スを使用した Rational Method Composer のインストール』を参照してくださ
い。

4. 「インストール」をクリックし、インストール・プロセスが開始したら「キャン
セル」をクリックします。

5. 「終了」をクリックして Installation Manager を閉じます。

コマンドで指定したロケーションに XML 応答ファイルが作成されます。

Installation Manager のインストーラーを使用した応答ファイル
の記録

Installation Manager のインストーラーを使用して、Installation Manager およびその
他の製品のインストールを記録することができます。

Installation Manager のインストールを記録するには、以下のステップを実行しま
す。

1. Installation Manager を unzip し、eclipse ディレクトリーに移動します。

2. 記録を開始するには、install -record <response file path and name>

-skipInstall <agentDataLocation> -vmargs

-Dcom.ibm.cic.agent.hidden=false と入力します。

インストーラーを使用した製品インストールの記録

インストーラーを使用して製品インストールの記録を開始するには、以下のように
します。

1. eclipse ディレクトリーに移動します。

2. -input、@osgi.install.area/install.xml の各行を除去して、install.ini ファイルを開き
ます。
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3. コマンド install -record <response file path and name> -skipInstall

<agentDataLocation> を入力します。例えば、install -record のようになりま
す。

Installation Manager のサイレント・モードでのインストールおよび実行
Installation Manager のランチャーを使用して Installation Manager をインストール
し、その後 Installation Manager を使用して、コマンド行から製品パッケージをサイ
レント・インストール・モードでインストールします。

Installation Manager をサイレント・モードで実行する方法についての追加資料とし
ては、Installation Manager の Web サイトを参照してください。例えば、認証 (ユー
ザー ID およびパスワード) を必要とするリポジトリーからサイレント・インスト
ールを実行する場合などについてです。

以下の表は、サイレント・インストール・コマンドで使用される引数について説明
したものです。

引数 説明

-vm Java のランチャーを指定します。サイレン
ト・モードでは、常に java.exe を使用しま
す。

-nosplash スプラッシュ画面を抑制するための指定で
す。

--launcher.suppressErrors JVM エラー・ダイアログを抑制するための
指定です。

-silent Installation Manager のインストーラーまたは
Installation Manager をサイレント・モードで
実行するための指定です。

-input Installation Manager のインストーラーまたは
Installation Manager への入力として、XML

応答ファイルを指定します。応答ファイルに
は、インストーラーまたは Installation

Manager を実行するコマンドが含まれていま
す。

-log (オプション) サイレント・インストールの結
果を記録するログ・ファイルを指定します。
このログ・ファイルは XML ファイルです。

Installation Manager のインストーラーおよび Installation Manager の両方に初期設定
ファイル、つまり .ini ファイル silent-install.ini があり、その中に表に示され
た引数のデフォルト値が含まれています。

Installation Manager のインストールには、Installation Manager のインストーラーを
使用します。 Installation Manager をサイレント・インストールするには、以下のス
テップを実行します。

Installation Manager をサイレント・インストールするには、インストーラーを unzip

して、eclipse サブディレクトリーに移動し、以下のコマンドを使用します。
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v Windows の場合: installc –-launcher.ini silent-install.ini -log <log file

path and name>。例えば、installc --launcher.ini silent-install.ini -log

c:¥mylogfile.xml のようになります。

v その他のプラットフォームの場合: install --launcher.ini

silent-install.ini -log <log file path and name>。例えば、install

--launcher.ini silent-install.ini -log /root/mylogs/mylogfile.xml のようになります。

Installation Manager がインストールされたら、それを使用して他の製品をインスト
ールします。 Installation Manager のインストーラーを使用してそれらの製品をイン
ストールすることもできます。

Installation Manager をサイレント・モードで実行するには、eclipse サブディレクト
リーから以下のコマンドを実行します。

v Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini -input

<response file path and name> -log <log file path and name>。例えば、
IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini -input c:¥mylog¥responsefile.xml -log

c:¥mylog¥silent_install_log.xml のようになります。

v その他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini silent-install.ini

-input <response file path and name> -log <log file path and name>。例え
ば、IBMIM --launcher.ini silent-install.ini -input /root/mylog/responsefile.xml –log

/root/mylog/silent_install_log.xml のようになります。

Installation Manager のインストーラーを使用して製品をサイレント・インストール
する場合は、eclipse ディレクトリーから以下のコマンドを入力します。

v Windows の場合: installc.exe --launcher.ini silent-install.ini -input

<response file path and name> -log <log file path and name>。例えば、
installc --launcher.ini silent-install.ini -input c:¥mylog¥responsefile.xml -log

c:¥mylog¥silent_install_log.xml のようになります。

v その他のプラットフォームの場合: install.exe --launcher.ini

silent-install.ini -input <response file path and name> -log <log file

path and name>。例えば、IBMIM --launcher.ini silent-install.ini -input

/root/mylog/responsefile.xml –log /root/mylog/silent_install_log.xml のようになりま
す。

サイレント・インストール・モードで実行された Installation Manager のインストー
ラーまたは Installation Manager は、応答ファイルを読み取り、指定のディレクトリ
ーにログ・ファイルを書き込みます。サイレント・インストール・モードで実行す
る際、応答ファイルは必須ですが、ログ・ファイルはオプションです。これを実行
した結果、正常に完了した場合は状況が 0 に、失敗した場合はゼロ以外の数値にな
ります。

使用可能なすべての製品を検索してサイレント・インストールする
使用可能なすべての製品の更新をサイレントに検索して、インストールすることが
できます。

使用可能なすべての製品を検索して、サイレント・インストールするには、以下の
ようにします。
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1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリーの
eclipse サブディレクトリーに移動します。

2. 応答ファイルの場所、およびオプションでログ・ファイルの場所を自分の環境の
ものに置き換えて、以下のコマンドを入力、実行します。

v Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini

-installAll -log <log file path and name>

v その他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini

silent-install.ini -installAll -log <log file path and name>

Installation Manager が認識している、使用可能なすべての製品がインストールされ
ます。

現在インストールされているすべての製品の更新をサイレント・イ
ンストールする

現在インストールされているすべての製品の更新をサイレントに検索して、インス
トールすることができます。

使用可能なすべての製品の更新を検索して、サイレント・インストールするには、
以下のようにします。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリーの
eclipse サブディレクトリーに移動します。

2. 応答ファイルの場所、およびオプションでログ・ファイルの場所を自分の環境の
ものに置き換えて、以下のコマンドを入力、実行します。

v Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini

-updateAll -log <log file path and name>

v その他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini

silent-install.ini – -updateAll -log <log file path and name>

Installation Manager が認識している、使用可能な製品のすべての更新がインストー
ルされます。

応答ファイルのコマンド
Installation Manager のサイレント・インストール機能を使用する場合は、Installation

Manager で実行する必要があるすべてのコマンドを含む応答ファイルを作成する必
要があります。応答ファイルは、パッケージのインストール時にアクションを記録
する方法で作成することをお勧めします。ただし、応答ファイルは手動で作成した
り編集したりすることができます。

応答ファイルのコマンドには、以下の 2 つのカテゴリーがあります。

v 設定コマンドは、Installation Manager で「ファイル」 → 「設定」と選択したとき
の、リポジトリー・ロケーション情報などの設定を行うために使用します。

v サイレント・インストール・コマンドは、Installation Manager で「パッケージの
インストール」ウィザードをエミュレートするために使用します。
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サイレント・インストール設定コマンド
通常は「設定」ウィンドウを使用して設定を指定しますが、サイレント・インスト
ール中に使用する応答ファイルに設定 (キーとして識別されます) を指定することも
できます。

注: 応答ファイルには、複数の設定を指定できます。

応答ファイルに設定を定義する場合、使用する XML コードは次の例のようになり
ます。

<preference>
name = “the key of the preference”
value = “the value of the preference to be set”
</preferences>

次の表を使用して、サイレント・インストール設定用のキーとそれに関連した値を
識別します。

キー 値 注

com.ibm.cic.common.core.preferences.logLocation Installation

Manager のロ
グ・ファイル
のロケーショ
ンを指定しま
す。

重要: このキ
ーはオプショ
ンで、テスト
およびデバッ
グ用に設計さ
れています。
ログ・ファイ
ルのロケーシ
ョンが指定さ
れていない場
合、
Installation

Manager のサ
イレント・イ
ンストールと
GUI バージョ
ンの両方で同
じロケーショ
ンが使用され
ます。

com.ibm.cic.license.policy.location リモート・ラ
イセンス・ポ
リシー・ファ
イルを置く場
所を定義する
URL を指定
します。

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyEnabled True または
False

False がデフ
ォルト値で
す。

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス
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キー 値 注

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyUseSocks True または
False

False がデフ
ォルト値で
す。

com.ibm.cic.common.core.preferences.SOCKS.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス

com.ibm.cic.common.core.preferences.SOCKS.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyEnabled True または
False

False がデフ
ォルト値で
す。

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.eclipseCache コンポーネン
ト用の共通デ
ィレクトリー

サイレント・インストール・コマンド
この参照テーブルを使用すると、サイレント・インストール中に使用する応答ファ
イル・コマンドについての詳細が分かります。
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応答ファイルのコマンド 説明

プロファイル

<profile
id="the profile (package group) id"
installLocation="the install location of
the profile">
<data key="key1" value=”value1”/>
<data key="key2" value=”value2”/>

</profile>

このコマンドは、パッケージ・グループ (ま
たはインストール・ロケーション) を作成す
る場合に使用します。指定したパッケージ・
グループがすでに存在する場合は、このコマ
ンドの効果はありません。現時点では、プロ
ファイルを作成すると、サイレント・インス
トールでは 2 つのインストール・コンテキ
ストも作成されます。1 つは Eclipse 用で、
もう 1 つは native 用です。プロファイル
は、インストール・ロケーションです。

プロファイルのプロパティーを設定するに
は、<data> 要素を使用します。

現在サポートされているキーおよび関連する
値は、次のリストのとおりです。

v eclipseLocation キーは、
c:¥myeclipse¥eclipse など、既存の Eclipse

のロケーション値を指定します。

v cic.selector.nl キーは、zh、ja、en など、自
然言語 (NL) のロケール選択を指定しま
す。

注: NL 値が複数ある場合はコンマで区切り
ます。

現在サポートされている言語コードは、次の
リストのとおりです。

v 英語 (en)

v フランス語 (fr)

v イタリア語 (it)

v 中国語 (簡体字) (zh)

v ロシア語 (ru)

v 中国語 (繁体字) (台湾) (zh_TW)

v 中国語 (繁体字) (香港) (zh_HK)

v ドイツ語 (de)

v 日本語 (ja)

v ポーランド語 (pl)

v スペイン語 (es)

v チェコ語 (cs)

v ハンガリー語 (hu)

v 韓国語 (ko)

v ポルトガル語 (pt_BR)
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応答ファイルのコマンド 説明

リポジトリー

<server>
<repository location="http://example/
repository/">
<repository location=”file:/C:/
repository/”>
<!―add more repositories below-->
<...>

</server>

このコマンドは、サイレント・インストール
中に使用するリポジトリーを指定する場合に
使用します。リモート・リポジトリーを指定
するには URL または UNC パスを使用し、
ローカル・リポジトリーを指定するにはディ
レクトリー・パスを使用します。

インストール

<install>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id" version= "offering
version"></offering>

<!―add more offerings below>
<...>

</install>

このコマンドは、インストールするインスト
ール・パッケージを指定する場合に使用しま
す。

プロファイル ID は、既存のプロファイル、
またはプロファイル設定コマンドで作成され
たプロファイルと一致している必要がありま
す。

フィーチャー ID は、コンマで区切られたリ
スト (「feature1, feature2」など) によって、
オプションで指定できます。フィーチャー
ID が指定されていない場合は、指定したオ
ファリングのすべてのデフォルト・フィーチ
ャーがインストールされます。

バージョン番号は不要です。バージョンが指
定されていない場合、Installation Manager

は、指定の ID、および更新や修正があれば
それらも使用して、最新の製品をインストー
ルします。

注: 必須のフィーチャーは、コンマで区切ら
れたリストで明示的に指定されていない場合
であっても、インストール用に組み込まれま
す。
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応答ファイルのコマンド 説明

<install modify=″true″> または <uninstall

modify=″true″> (オプション属性)

<uninstall modify="true">
<offering profile="profileID"
id="Id" version="Version"
features="-"/>
</uninstall>

既存のインストールを変更することを指示す
る場合は、install コマンドおよび uninstall コ
マンドの <install modify=″true″> 属性を使用
します。この属性が true に設定されていな
い場合、値はデフォルトで false に設定され
ます。変更操作を、追加の言語パックをイン
ストールすることだけを目的に行う場合、オ
ファリング・フィーチャー ID リストでハイ
フン「-」を使用して、新しいフィーチャーを
追加するわけではないことを指示する必要が
あります。
重要: 例で指定しているように、
″modify=true″ とハイフン ″-″ のフィーチャ
ー・リストを指定してください。そうしない
と、install コマンドではオファリングのデフ
ォルト・フィーチャーがインストールされ、
uninstall コマンドではすべてのフィーチャー
が除去されます。

アンインストール

<uninstall>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id" version= "offering
version"></offering>

<!―add more offerings below>
<...>

</uninstall>

このコマンドは、アンインストールするパッ
ケージを指定する場合に使用します。

プロファイル ID は、既存のプロファイル、
またはプロファイル・コマンドで指定された
プロファイルと一致している必要がありま
す。さらに、フィーチャー ID が指定されて
いない場合は、指定したオファリングのすべ
てのフィーチャーがアンインストールされま
す。オファリング ID が指定されていない場
合は、指定のプロファイル内のすべてのイン
ストール済みオファリングがアンインストー
ルされます。

ロールバック

<rollback>
<offering profile= "profile id"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!―add more offerings below
<...>

</rollback>

このコマンドは、指定したオファリングを、
指定したプロファイルに現在インストールさ
れているバージョンからロールバックする場
合に使用します。rollback コマンドでフィー
チャーを指定することはできません。

すべてインストール

<installALL/>

注: このコマンドは、

–silent –installAll

と同じです。

このコマンドは、すべての使用可能なパッケ
ージをサイレントで検索し、インストールす
る場合に使用します。
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応答ファイルのコマンド 説明

すべて更新

<updateALL/>

注: このコマンドは、

–silent –updateAll

と同じです。

このコマンドは、すべての使用可能なパッケ
ージをサイレントで検索し、更新する場合に
使用します。

ライセンス

<license policyFile=“policy file
location”/>

例えば、以下のようになります。

<license policyFile=”c:¥mylicense.opt”/>

このコマンドは、レコード・モードで
Installation Manager を始動してからライセン
ス・ウィザードを開始することで、license コ
マンドを入れる応答ファイルを生成する場合
に使用します。

レコード・モード時に、ライセンス管理ウィ
ザードでフレックス・オプションを設定する
と、設定されたオプションは、生成された応
答ファイルと同じディレクトリーにある
「license.opt」という名前のライセンス・ポリ
シー・ファイルに記録されます。応答ファイ
ルには、そのポリシー・ファイルを参照する
license コマンドが入ります。

ウィザード

<launcher -mode wizard -input
< response file >

このコマンドは、UI モードで Installation

Manager を始動する場合に使用します。UI

モードでは、インストール・ウィザードまた
はアンインストール・ウィザードのいずれか
で、Installation Manager を始動します。ただ
し、この場合、応答ファイルに入れることが
できるのは preference コマンドと install コ
マンド、または preference コマンドと
uninstall コマンドのみです。Installation

Manager を UI モードで実行する場合は、同
じ応答ファイルに install コマンドと uninstall

コマンドを混在させることはできません。

参照: サンプル応答ファイル
XML ベースの応答ファイルを使用して、サイレント・インストール設定、リポジト
リーのロケーション、インストール用プロファイルなどの事前定義情報を指定する
ことができます。応答ファイルは、インストール・パッケージをサイレントでイン
ストールし、インストール・パッケージのロケーションと設定を標準化したいチー
ムや企業にとって有益です。
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サンプル応答ファイル

<agent-input >

<!-- add preferences -->
<preference name="com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyEnabled"
value="c:/temp"/>

<!-- create the profile if it doesn’t exist yet -->
<profile id="my_profile" installLocation="c:/temp/my_profile"></profile>

<server>
<repository location=
"http://a.site.com/local/products/sample/20060615_1542/repository/"></repository>
/server>

<install>
<offering profile= "my_profile" features= "core" id= "ies"
version= "3.2.0.20060615">
</offering>
/install>

</agent-input>

サイレント・インストール・ログ・ファイル
サイレント・インストール・ログ・ファイルを使用して、サイレント・インストー
ル・セッションの結果を調べることができます。

サイレント・インストール機能は、サイレント・インストールの実行結果を記録す
る、XML ベースのログ・ファイルを作成します (ログ・ファイルのパスが –log

<your log file path>.xml を使用して指定されている場合に限ります)。 サイレン
ト・インストール・セッションが正常に終了した場合、ログ・ファイルには
<result> </result> のルート要素のみが含まれます。ただし、インストール中にエ
ラーが発生した場合は、以下のようなエラー要素が、メッセージとともにサイレン
ト・インストール・ログ・ファイルに記録されます。

<result>
<error> Cannot find profile: profile id</error>
<error> some other errors</error>
</result>

詳細な分析については、Installation Manager データ域に生成されるログを確認する
ことができます。設定コマンドを使用することで、応答ファイルのトピックに示さ
れているように、オプションでデータ域を選択したロケーションに設定することが
できます。
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Rational Method Composer のアンインストール

Installation Manager の「パッケージのアンインストール」オプションを使用する
と、単一のインストール・ロケーションからパッケージをアンインストールするこ
とができます。すべてのインストール・ロケーションからすべてのインストール済
みパッケージをアンインストールすることもできます。

パッケージをアンインストールするには、製品パッケージのインストールに使用し
たのと同じユーザー・アカウントを使用してシステムにログインしなければなりま
せん。

パッケージをアンインストールするには、以下のようにします。

1. Installation Manager を使用してインストールしたプログラムを閉じます。

2. 「開始」ページの「パッケージのアンインストール」をクリックします。

3. 「パッケージのアンインストール」ページで、アンインストールする Rational

Method Composer 製品パッケージを選択します。「次へ」をクリックします。

4. 「要約」ページで、アンインストールされるパッケージのリストを確認し、「ア
ンインストール」をクリックします。 アンインストールが終了すると、「完了
(Complete)」ページが表示されます。

5. 「完了 (Finish)」をクリックすると、ウィザードが終了します。
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IBM Packaging Utility

HTTP または HTTPS を介して使用可能な Web サーバー上に配置することのでき
るリポジトリーに製品パッケージをコピーするには、 IBM Packaging Utility ソフト
ウェアを使用します。

Packaging Utility ソフトウェアは、 に含まれている Rational Method Composer の
インストール DVD に収められています。 HTTP または HTTPS を介して使用可能
な Web サーバー上に パッケージを含むリポジトリーを配置する場合は、Packaging

Utility を使用して、 の製品パッケージをリポジトリーにコピーしなければなりませ
ん。

このユーティリティーでは、以下の作業を実行します。

v 製品パッケージ用の新規リポジトリーを生成する。

v 製品パッケージを新規リポジトリーにコピーする。単一のリポジトリーに複数の
製品パッケージをコピーできます。その結果、組織全体で使用する共通のロケー
ションを作成して、そこから IBM Installation Manager を使用して製品パッケー
ジをインストールすることができます。

v リポジトリーから製品パッケージを削除する。

ツールの使用についての完全な説明については、Packaging Utility のオンライン・ヘ
ルプを参照してください。

Packaging Utility のインストール
IBM Packaging Utility を使用して 製品パッケージをコピーするには、まず、
Rational Method Composer のインストール DVD からこのユーティリティーをイン
ストールしなければなりません。

IBM Packaging Utility ソフトウェアをインストールするには、以下のステップを実
行します。

1. Rational Method Composer の DVD に移動します。

2. Packaging Utility のインストール・ファイルを見つけます。

3. Rational Method Composer の DVD の PackagingUtility ディレクトリーに移動し
ます。あるいは、電子イメージをダウンロードした場合には、その解凍先ディレ
クトリーに移動します。

4. Packaging Utility のインストール・ファイルを単一のディレクトリーに解凍しま
す。圧縮ファイルのディレクトリー構造を保持するようにしてください。

v Windows の場合: pu.disk_win32.zip ファイルの内容を解凍します。

v Linux の場合: pu.disk_linux.zip ファイルの内容を解凍します。

5. Packaging Utility のインストール・ファイルの解凍先ディレクトリーに移動し、
インストール・プログラムを開始します。

v Windows の場合: install_win32.exe を実行します。

v Linux の場合: install_linux.bin を実行します。
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6. ワークステーション上に IBM Installation Manager が検出されなかった場合は、
これをインストールするよう促すプロンプトが出され、その後インストール・ウ
ィザードが開始されます。ウィザードの指示に従って、Installation Manager のイ
ンストールを実行します。詳しくは、 17ページの『Windows への Installation

Manager のインストール』を参照してください。

7. Installation Manager のインストールが完了したか、すでにコンピューター上に
Installation Manager がある場合は、Installation Manager が開始され、「パッケー
ジのインストール (Install Packages)」ウィザードが自動的に開始されます。

8. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの指示に従って、イ
ンストールを実行します。

Packaging Utility を使用した HTTP サーバーへの製品パッケージのコピ
ー

HTTP サーバーまたは HTTPS サーバーにリポジトリーを作成するには、Packaging

Utility を使用して、 Rational Method Composer の製品パッケージをコピーしなけれ
ばなりません。

Packaging Utility を使用して、複数の製品パッケージを単一のリポジトリー・ロケー
ションに結合できることにも注意してください。詳しくは、Packaging Utility のオン
ライン・ヘルプを参照してください。

Packaging Utility を使用して製品パッケージをコピーするには、以下のようにしま
す。

1. Packaging Utility を開始します。

2. ユーティリティーのメインページで、「製品パッケージのコピー (Copy
product package)」をクリックします。 「前提条件 (Prerequisite)」ページが開
き、2 つのオプションが表示されます。

v IBM Web から製品パッケージをダウンロードします (I will be
downloading product packages from IBM Web)

v その他のソースから製品パッケージを入手します (I will be obtaining the
product packages from other sources)

3. 「IBM Web から製品パッケージをダウンロードします (I will be downloading
product packages from IBM Web)」をクリックします。

注: アクセス可能なリポジトリーをすでに定義している場合には、「その他の
ソースから製品パッケージを入手します (I will be obtaining the product
packages from other sources)」オプションを使用することができます。

4. 「次へ」をクリックして、「ソース」ページに進みます。選択すべき製品パッ
ケージがない場合には、製品パッケージの含まれたリポジトリーを開かなけれ
ばなりません。

5. リポジトリーを開くには、「リポジトリーのオープン (Open repository)」ボタ
ンをクリックします。 「リポジトリーのオープン (Open Repository)」ウィンド
ウが開きます。
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注: リポジトリーとして指定できるのは、ファイル・システム内のディレクト
リーへのパス、製品の最初の CD または DVD が入っているディスク・ド
ライブ、またはサーバー上のディレクトリーを表す URL です。

6. リポジトリー・ロケーションを定義するには、「リポジトリー・ロケーショ
ン」の「参照」ボタンをクリックして、リポジトリー・ロケーション (電子デ
ィスク・イメージの含まれた共通ルート・ディレクトリーまたは最初の製品イ
ンストール CD または DVD の入ったドライブのいずれか) に移動して、これ
を選択します。 例えば、 ファイル (disk1、disk2 など) が C:¥My

product¥unzip にある場合は、このロケーションをリポジトリーとして定義しま
す。

7. 「OK」をクリックしてリポジトリー・ロケーションを定義し、「リポジトリ
ー・ディレクトリーの参照 (Browse to a repository directory)」ウィンドウを閉
じます。

8. 「宛先 (Destination)」ページの「参照」ボタンをクリックして、既存のリポジト
リー・ディレクトリーを選択するか、製品を格納する新規フォルダーを作成し
ます。

9. 選択した製品パッケージおよび修正用のリポジトリーを指定したら、「OK」を
クリックして「ディレクトリーの参照 (Browse to a directory)」ウィンドウを閉
じます。 定義したファイル・パスが、「宛先 (Destination)」ページの「ディレ
クトリー」フィールドにリストされます。

10. 「次へ」をクリックして、「要約」ページに進みます。 「要約」ページには、
宛先リポジトリーにコピーされる選択済みの製品パッケージが表示されます。
また、このページには、コピー時に必要となるストレージ・スペース量とドラ
イブ上の使用可能スペース量もリストされます。

11. 「コピー」をクリックして、選択した製品パッケージを宛先リポジトリーにコ
ピーします。 ウィザードの下部にステータス・バーが開き、コピー・プロセス
が完了するまでの残り時間が表示されます。 コピー・プロセスが完了すると、
「完了 (Complete)」ページが開き、正常にコピーされたすべての製品パッケー
ジが表示されます。

12. 「完了」をクリックして、Packaging Utility のメインページに戻ります。

これで Packaging Utility を使用した インストール・ファイルのリポジトリーへのコ
ピーが完了しました。 Web サーバー上にリポジトリーを配置したり、HTTP を介
して使用可能なディレクトリーおよびファイルを作成したりすることができます。
(リポジトリーは、UNC ドライブ上に置くこともできます。)
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ライセンスの管理

IBM Rational Method Composer のライセンスは、「ライセンスの管理 (Manage

Licenses)」ウィザードを使用して管理します。

IBM Rational Method Composer に用意されている試用ライセンスは、インストール
後 30 日で有効期限が切れます。期限日付後にも IBM Rational Method Composer

を使用するには、アクティベーションを行う必要があります。「ライセンスの管理
(Manage Licenses)」ウィザードを使用して製品のアクティベーション・キットをイ
ンポートすることにより、IBM Rational Method Composer の試用バージョンをライ
センス交付バージョンにアップグレードすることができます。

Rational 製品のライセンス管理について詳しくは、Rational のライセンス・サポー
ト・ページ (http://www-306.ibm.com/software/rational/support/licensing/) を参照してく
ださい。

ライセンス
Rational Method Composer では、許可ユーザー・ライセンスを使用します。

許可ユーザー・ライセンス

IBM Rational 許可ユーザー・ライセンスでは、特定の一個人が、Rational ソフトウ
ェア・プロダクトを使用することができます。購入者は、製品を使用する (使用方
法は問いません) それぞれの個人ユーザーごとに許可ユーザー・ライセンスを取得
しなければなりません。購入者が元の指定ユーザーを長期または永続的に置き換え
ない限り、許可ユーザー・ライセンスを再割り当てすることはできません。

例えば、許可ユーザー・ライセンスを購入した場合、そのライセンスは特定の一個
人に割り当てることができ、その一個人が、Rational ソフトウェア・プロダクトを
使用することができます。許可ユーザー・ライセンスは、いかなるときにも、2 人
目の人物にその製品の使用許可を与えるものではありません (ライセンスを受けた
個人がその製品をそれほど頻繁に使用していない場合も例外ではありません)。

アクティベーション・キット

製品のアクティベーション・キットには、試用版の Rational 製品の永久ライセン
ス・キーが含まれています。アクティベーション・キットを購入した場合には、ロ
ーカル・マシンにアクティベーション・キットの .zip ファイルをダウンロードし、
そのアクティベーション・キットの .jar ファイルをインポートして、製品のライセ
ンスを有効にします。製品へのアクティベーション・キットのインポートには、
IBM Installation Manager を使用します。
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ライセンスの有効化
最初に Rational ソフトウェア・プロダクトをインストールする場合や、ライセンス
の期間を延長して引き続き製品を使用できるようにする場合、製品のライセンスを
有効にする方法を選択することができます。

Rational Software Development Platform オファリングのライセンスを有効にする方
法は、以下の 2 つです。

v 製品のアクティベーション・キットをインポートする

v Rational Common Licensing を使用可能にして、フローティング・ライセンス・キ
ーへのアクセス権限を取得する

注: 一部の Rational 製品の 7.0 以降のバージョンに付いてくる試用ライセンスは、
インストール後 30 日または 60 日で有効期限が切れます。期限日付後にも製
品を使用するには、その製品のアクティベーションを行う必要があります。製
品のアクティベーションについては、このサポート記事にあるアクティベーシ
ョン・プロセスのフローチャートを参照してください。

アクティベーション・キット

製品のアクティベーション・キットには、試用版の Rational 製品の永久ライセン
ス・キーが含まれています。アクティベーション・キットを購入した場合には、ロ
ーカル・マシンにアクティベーション・キットの .zip ファイルをダウンロードし、
そのアクティベーション・キットの .jar ファイルをインポートして、製品のライセ
ンスを有効にします。製品へのアクティベーション・キットのインポートには、
IBM Installation Manager を使用します。

フローティング・ライセンスの使用

オプションでフローティング・ライセンス・キーを取得することができます。 IBM

Rational License Server をインストールして、製品の「フローティング・ライセンス
の使用」を有効にします。フローティング・ライセンスを使用すると、以下の利点
があります。

v 組織全体に渡るライセンス準拠性

v ライセンスの購入数が少なくて済む

v IBM Rational Team Unifying および Software Development Platform デスクトップ
製品のライセンス・キーを同じライセンス・サーバーから取得可能

注: 7.0 以降の Rational 製品のうち、一部のものでは、アップグレードされたバー
ジョンの Rational License Server が必要になります。ライセンスのアップグレ
ード情報については、このサポート記事を参照してください。

アクティベーション・キットおよびフローティング・ライセンスの入手について詳
しくは、 ライセンスの購入を参照してください。
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インストールしたパッケージのライセンス情報の表示
ライセンス・タイプや有効期限など、インストールしたパッケージのライセンス情
報は、IBM Installation Manager から確認することができます。

ライセンス情報を表示するには、以下のようにします。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. メインページの「ライセンスの管理 (Manage Licenses)」をクリックします。

インストールした各パッケージのパッケージ・ベンダー、現行のライセンス・タイ
プ、および有効期限が表示されます。

製品のアクティベーション・キットのインポート
永久ライセンス・キーをインストールするには、IBM Installation Manager を使用し
て、ダウンロード・ロケーションまたは製品メディアからアクティベーション・キ
ットをインポートしなければなりません。

アクティベーション・キットを購入していない場合は、まず購入しなければなりま
せん。製品または製品のアクティベーション・キットを購入している場合は、アク
セス可能なワークステーションに、所要の CD を挿入するか、IBM パスポート・ア
ドバンテージからアクティベーション・キットをダウンロードします。アクティベ
ーション・キットは、Java™ アーカイブ (.jar) ファイルを含んだ .zip ファイルとし
て圧縮されています。 .jar ファイルには永久ライセンス・キーが含まれているた
め、製品のアクティベーションを行うには、このファイルをインポートしなければ
なりません。

アクティベーション・キットの .jar ファイルをインポートして新規のライセンス・
キーを有効にするには、以下のようにします。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. メインページの「ライセンスの管理 (Manage Licenses)」をクリックします。

3. パッケージを選択し、「アクティベーション・キットのインポート (Import
Activation Kit)」ボタンをクリックします。

4. 「次へ」をクリックします。 現在のライセンスの種類やライセンスの製品バー
ジョン範囲など、選択されたパッケージの詳細が表示されます。

5. アクティベーション・キットのあるメディア CD またはダウンロード・ロケー
ションのパスを参照し、所要の Java アーカイブ (JAR) ファイルを選択して、
「開く」をクリックします。

6. 「次へ」をクリックします。 「要約」ページに、アクティベーション・キット
のターゲット・インストール・ディレクトリー、新規ライセンスの適用対象製
品、およびバージョン情報が表示されます。

7. 「完了 (Finish)」をクリックします。

製品のアクティベーション・キットとその永久ライセンス・キーが製品にインポー
トされます。「ライセンスの管理 (Manage Licenses)」ウィザードに、インポートが
正常に行われたかどうかが表示されます。
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ライセンスの購入
現行の製品ライセンスの有効期限が切れそうな場合や、チーム・メンバー用に追加
の製品ライセンスを取得する必要がある場合には、新規のライセンスを購入するこ
とができます。

ライセンスを購入して製品を使用できるようにするには、以下のステップを実行し
ます。

1. 購入するライセンスのタイプを決定します。

2. ibm.com® を利用するか、IBM の営業担当員に連絡して、製品ライセンスを購入
します。詳細については、IBM の Web ページにあるソフトウェアの購入方法に
関するセクション (How to buy) を参照してください。

3. 購入するライセンスのタイプに応じて、受け取ったライセンス証書を使用して以
下のいずれかを実行し、製品を使用できるようにしてください。

v 製品の許可ユーザー・ライセンスを購入する場合は、パスポート・アドバンテ
ージに行き、そこの指示に従って、製品のアクティベーション・キットの .zip

ファイルをダウンロードします。アクティベーション・キットをダウンロード
したら、Installation Manager を使用して、製品のアクティベーション用 .jar

ファイルをインポートしなければなりません。

IBM Rational Method Composer のアクティベーション・キットをインポートする場
合は、IBM Installation Manager の「ライセンスの管理 (Manage Licenses)」ウィザ
ードを使用します。
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Linux ワークステーションのファイル・ハンドル数の引き上げ

重要: 最良の結果を得るには、Rational 製品を使用する前に、 で使用可能なファイ
ル・ハンドルの数を増やしてください。これは、Rational 製品では、プロセスごと
に、デフォルトの限度である 1024 よりも多くのファイル・ハンドルを使用するた
めです。 (システム管理者がこの変更を行わなければならない場合があります。)

以下のステップに従って Linux 上のファイル記述子を増やす場合には、注意が必要
です。正しく指示に従わないと、コンピューターが正常に始動しなくなる可能性が
あります。最良の結果を得るには、システム管理者がこの手順を実行するようにし
てください。

ファイル記述子を増やすには、以下のようにします。

1. root としてログインします。 root アクセス権限がない場合は、作業を進める前
にそれを入手する必要があります。

2. etc ディレクトリーに移動します。

3. vi エディターを使用して、etc ディレクトリー内の initscript ファイルを編集し
ます。このファイルがない場合には、vi initscript と入力して作成します。

重要: ファイル・ハンドルの数を増やすことにした場合は、コンピューター上の
initscript ファイルを空のままにしないでください。空のままにすると、次に始動
または再始動した際に、マシンが始動しなくなります。

4. 最初の行に、ulimit -n 4096 と入力します (ここで重要なのは、この数値が、
ほとんどの Linux コンピューターのデフォルトである 1024 よりもかなり大き
いということです)。注意: 高すぎる値は設定しないでください。システム全体の
パフォーマンスに大きな悪影響を与える可能性があります。

5. 2 行目に、eval exec "$4" と入力します。

6. ステップ 4 および 5 が完了したら、ファイルを保存して閉じます。

注: これらのステップは正しく実行するようにしてください。そうしないと、マ
シンがブートしなくなります。

7. オプション: etc/security ディレクトリーにある limits.conf ファイルを変更するこ
とによって、ユーザーまたはグループを制限します。 SUSE Linux Enterprise

Server (SLES) バージョン 9 と Red Hat Enterprise Linux バージョン 4.0 の両
方に、デフォルトでこのファイルがあります。このファイルがない場合は、上記
のステップ 4 で、より小さな値 (例えば、2048) を指定する必要がある場合があ
ります。これを行う場合には、プロセスごとに許容されるオープン・ファイル数
の限度が、ほとんどのユーザーにとって無理のない範囲で低くなるようにする必
要があります。ステップ 4 で比較的に低い数値を使用した場合、このようにす
ることはあまり重要ではありません。ただし、ステップ 4 で高い数値を選択し
た場合には、limits.conf ファイルで限度を設定しないと、コンピューターのパフ
ォーマンスに大きな悪影響が出る可能性があります。
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以下に示すのは、すべてのユーザーを制限し、後から他のユーザーに別の限度を
設定する limits.conf ファイルのサンプルです。このサンプルでは、上記のステ
ップ 4 で記述子を 8192 に設定したと仮定します。

* soft nofile 1024

* hard nofile 2048

root soft nofile 4096

root hard nofile 8192

user1 soft nofile 2048

user1 hard nofile 2048

上記の例の * では、最初にすべてのユーザーに限度を設定していることに注意
してください。これらの限度は、後から指定する値よりも低い値です。 root ユ
ーザーは、許容されるオープン記述子の数として大きい値を持っていますが、
user1 は 2 つの中間です。変更を行う前に、limits.conf ファイルに含まれている
文書を読んで理解するようにしてください。

ulimit コマンドについて詳しくは、ulimit のマニュアル・ページを参照してくださ
い。
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Rational Method Composer のアップグレード

Rational Method Composer 7.2 では、更新されたライブラリー構造が導入されてい
ます。 Rational Method Composer 7.2 へのアップグレードの一部として Rational

Method Composer ライブラリーを手動で更新しなければならないケースが 2 つあり
ます。

1 つ目は、Rational Method Composer 7.0、7.0.1、7.1、または 7.1.1 からアップグレ
ードする際に、独自のメソッド・ライブラリーを作成しているか、Rational Method

Composer バージョン 7.0、7.0.1、7.1、または 7.1.1 で Rational ライブラリーに変
更を行っている場合です。ライブラリーを手動で更新する必要があります。更新し
たライブラリーは、前のバージョンの Rational Method Composer では使用できなく
なります。

このセクションでは、このリリースに含まれる更新済みの Rational Method

Composer メソッド・プラグインを使用して既存ライブラリーを更新する方法につい
ても説明します。

インストール中に、新しいバージョンのメソッド・プラグインが
exported_libraries¥library.72 ディレクトリーにコピーされます。

2 つ目は、ライブラリーを 7.1.0 または 7.1.1 から 7.2 にアップグレードする際
に、そのライブラリーが構成管理の制御下にある場合です。以前のリリースの
Rational Method Composer で作成されたライブラリーを開いたときに、そのライブ
ラリーがソース制御下にないと、Rational Method Composer アップグレード・ツー
ルにより、そのライブラリーを自動的にアップグレードするかどうかが確認されま
す。これを受け入れると、自動的にアップグレードが行われるため、ここで説明す
る手順に従う必要はありません。

注: 以前のリリースの Rational Method Composer からアップグレードする場合は、
Rational Method Composer 7.2 をインストールする前に、実行中の現在の
Rational Method Composer のインスタンスを停止する必要があります。

既存の Rational Method Composer ライブラリーの更新
既存の Rational Method Composer ライブラリーを更新するには、以下の手順に従い
ます。

1. IBM Rational Method Composer を開始する前に、既存のライブラリーのコピー
を作成します。 (詳しくは、『IBM Rational Method Composer のアンインスト
ール』を参照してください。)

2. Rational Method Composer を開始して、既存のライブラリーを開きます。ライブ
ラリーのアップグレードが必要であるという警告が表示され、先へ進むかどうか
をたずねられます。「はい」をクリックします。
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3. 先へ進む前にライブラリーをバックアップするかどうかをたずねられます。ステ
ップ 1 でライブラリーをバックアップしなかった場合は、「はい」をクリック
してバックアップを行います。確実にバックアップが済んでいる場合は、「スキ
ップ」をクリックします。

4. これで、ライブラリーが更新されました。

カスタマイズしたライブラリーの更新

独自のコンテンツをライブラリーに追加済みで、それを Rational の最新コンテンツ
で更新する場合は、以下を実行します。

1. IBM Rational Method Composer を開始して、既存のライブラリーを開きます。

2. 「ファイル」->「インポート」と選択します。これでインポート・ウィザードが
開始されます。

3. 「ライブラリー構成」を選択し、「次へ」をクリックします。

4. /exported_libraries/library_72 を参照します。「OK」をクリックし、「次へ」をク
リックします。

5. ご使用のライブラリーのオリジナル・プラグインのいずれかがロックされている
場合は、警告が表示され、継続するかどうかをたずねられます。「OK」をクリ
ックします。

6. ライブラリーのインポート・アイテムおよび対応アイテムの中にあるプラグイン
およびコンテンツ・パッケージのバージョンについてのレポートが表示されま
す。インポートを継続するには、「完了 (Finish)」をクリックします。

7. 現行ライブラリーのバックアップ・コピーがない場合、プラグインをインポート
する前にバックアップ・コピーを作成しておくことをお勧めします。ライブラリ
ーのバックアップ・コピーを作成するかどうかを聞かれたら、「OK」をクリッ
クします。

8. プラグインがライブラリーにインポートされ、以前のバージョンと置き換えられ
ます。
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特記事項

© Copyright IBM Corporation 2000, 2007. All rights reserved.

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものであり、本
書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合が
あります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-8711

東京都港区六本木 3-2-12

IBM World Trade Asia Corporation

Intellectual Property Law & Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。
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Intellectual Property Dept. for Rational Software

IBM Corporation

3600 Steeles Avenue East

Markham, Ontario

Canada L3R 9Z7

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、 IBM より提供されます。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

商標
以下は、International Business Machines Corporation の米国およびその他の国におけ
る商標です。

v AIX®

v ClearCase®

v developerWorks®

v IBM

v ibm.com
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v MultiSite
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v OS/390®

v OS/400®
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Intel®、Itanium®、および Pentium® は、Intel Corporation またはその関連子会社の米
国およびその他の国における商標または登録商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

Microsoft および Windows は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお
ける商標です。

UNIX® は The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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